
　

10
月
27
日
（
日
）
、
都
萬
神
社
に
お
い

て
、
『
神か

ん
ま
い舞

』
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
神
社
の
神
舞
は
、
戦
時
中
よ
り
長
い

間
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
『
大
崎
伝
統

芸
能
神
舞
保
存
会
』
（
会
長
：
小
屋
健
二

さ
ん
）
が
中
心
と
な
り
、
約
２
年
の
歳
月

を
か
け
て
準
備
・
練
習
を
重
ね
、
平
成
22

年
に
町
商
工
会
青
年
部
員
に
よ
り
神
舞

４
段
（
弓ゆ

み
ま
い舞

・
四よ

っ
た
い
き
じ
ん
ま
い

人
鬼
神
舞
・
薙な

ぎ
な
た
ま
い

刀
舞
・

田た
の
か
み
ま
い

之
神
舞
）
が
復
活
・
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。

　

奉
納
に
先
立
ち
、
同
保
存
会
会
長
が
、

「
発
起
人
で
あ
る
故 

中
野
孝
喜
さ
ん
の
執

念
と
も
思
え
る
情
熱
で
神
舞
が
復
活
し
て

か
ら
４
回
目
の
奉
納
と
な
り
ま
す
。
保
存

会
の
メ
ン
バ
ー
は
９
月
か
ら
練
習
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
今
回
は
商
工
会
青
年
部
、

町
青
年
団
、
役
場
若
手
有
志
、
大
崎
小
学

校
の
児
童
の
協
力
で
昨
年
よ
り
神
舞
２
段

が
増
え
、
10
段
の
奉
納
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
郷
土
の
伝
統
で
あ
る
『
神
舞
』
を
末

永
く
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
で
は
、
神
舞
奉
納
の
前
に
、
町
青

年
団
に
よ
る
太
鼓
グ
ル
ー
プ
『
鼓こ

き
ょ
う響

』
に

よ
る
演
奏
と
二
人
の
巫
女
に
よ
る
五
穀
豊

穣
を
神
様
に
感
謝
し
、
さ
ら
な
る
ご
加
護

を
祈
念
す
る
『
豊と

よ
さ
か
の
ま
い

栄
乃
舞
』
が
舞
わ
れ
た

後
、
今
年
か
ら
加
わ
っ
た
『
火
の
神
・

大
王
』
や
踊
り
手
で
あ
る
川
﨑
修
市
さ
ん

（
西
井
俣
）
考
案
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
演
目

『
大お

お
お
と
こ
か
い
ご

男
人
改
悟
』
な
ど
勇
壮
な
神
舞
10
段

が
次
々
と
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

『
火
の
神
・
大
王
』
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
と

イ
ザ
ナ
ミ
夫
婦
の
間
に
生
ま
れ
た
最
後
の

神
・
火
の
神
と
そ
の
土
地
に
住
む
や
お
ろ

ず
の
神
・
大
王
が
問
答
を
し
な
が
ら
の
舞

で
、
火
の
神
の
怒
り
狂
う
姿
を
た
い
ま
つ

を
使
い
な
が
ら
表
現
し
、
観
客
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。

　

境
内
で
は
、
保
存
会
メ
ン
バ
ー
の
迫
力

あ
る
神
舞
に
歓
声
や
拍
手
が
起
こ
っ
た

り
、
時
に
は
笑
い
声
な
ど
観
客
ら
は
食
い

入
る
よ
う
に
見
入
っ
て
お
り
、
大
勢
の
観

客
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
神
舞
奉
納
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
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